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１．今までのワークショップのふりかえり 



① 市民にとって、今後の市役所はどのようなもの 
  で、どうあるべきかを検討していただきます。 
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② 設計に向けての仕様書に、市役所にとってどう 
  いう付加機能があったらいいかなどの項目の提 
  案をいただきます。 

➂ 他の施設や計画に関連する事柄についても 
  関連部署と連携していきます。 
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2018年3月11日(日)第１回ワークショップ 
 

●本市のこれまでの取組の説明 
●恒川先生からの公共施設のあり方
と市役所の位置付けについてのお話 
●市役所の施設見学 
●今後のワークショップの中で何を
話し合っていきたいかの話合い 
 



Ａグループ 市民が考えることと、専門家が考えることをまず分けて考える必要がある。 

Ｂグループ 
災害時に安心安全な建物であってほしい。建替えを前提で進めればいい
が、場所はみんなが集まれる場所がいい。 

Ｃグループ 
身近な施設になるような複合化をしてほしい。岩作城趾など歴史的なこと
も考えた方がいい。 

Ｄグループ 
市役所は市民にサービスを提供する場所なので、利便性の良いところに
建てた方がいい。地域の団体と連携できる施設になってほしい。 
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2018年4月21日(日)第2回ワークショップ 
 

●ふりかえり 
●上位計画における市役所の位置づ
けについてのお話 
●市役所の立地についての話合い 
 



8 

グループ名 主な意見 評価項目 候補地 

Ａグループ 利便性については、交通利便
性と公共機能の集約について
の利便性の２項目に分けて考え
ました。 

中心性、利便性、防
災拠点、将来性、実
現性 

市役所北側、リニモ
テラス、ござらっせ 

Ｂグループ 市役所周辺は既に土地を保有
していたり、病院や消防署が近
くにあって経済面・防災面で有
利。 
古戦場公園周辺は人が集まる
施設があるため、親しみがある。 

利便性、将来性、経
済性、親しみ、安全
性（防災） 

市役所、古戦場公園
付近、棒振（トヨタ博
物館付近） 

Ｃグループ 場所より評価項目の議論が多
かった。新たに建てるのではな
く、既存建物をリースするという
のも経済性・リスクを考えました。 

人口、（公共）交通
アクセス、都市の作
り方、防災公園施設、
コスト・リスク 

市役所、様々な機能
を市内に点在（１つ
の候補地でなくて良
い）、アピタ建物内 

Ｄグループ 市役所の場所がコロコロ変わる
のはどうか。移動した場合、今
ある生活がおかされてしまう。 

アクセス、防災、利
便性、現実性 

市役所裏、杁ケ池公
園付近、イオン北付
近 
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詳しくは、ワークショップ通信を見てください 
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２．グループワーク 

テーマ：新庁舎に必要な機能について考えよう 
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キーワード 議論すべきテーマ（例） 

拠点性 
（シンボル性） 

・外観（周りの景観に配慮） 
・古戦場のまち 
・施設への入りやすさ 

利便性 
・市民のアクセスのし易さ 
・公共交通の確保 
・駐車場の規模 

安全性 
・防災拠点としての安全性 
・災害時活動ができる設備 
・庁舎の構造・高さ（階数） 

機能性 
・何と複合化するか 
・議場の多目的利用 
・誰にでも使いやすい 

経済性 
・敷地の購入の有無 
・ランニングコスト（維持管理のしやすさ） 
・周辺整備の有無 

将来性 
・人口増加への対応・拡張性 
・今後の新たなニーズへの対応性 
 

環境 
・環境に配慮した設備 
・周辺道路状況 
・他の施設との連携 

その他 
・歴史 
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各グループごとに話合う
テーマを考えていただき
ます。 

最初に考えるテーマを２つ決める 

各グループのテーマを全体で共有 

１つ目のテーマについて話合い 

２つ目のテーマについて話合い 

休憩・グループの移動 

発表・全体で共有 

その後、テーマに沿って
話合いを行います。 
（２テーマ） 

テーマごとにコンセプト
をまとめましょう。 
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ワークショップ 話し合いのルール 
 

１． 人の意見は最後までよく聞く 

２． 思いついたことは言ってみる 

３． 否定しない 

４． 全員が意見を出す 

５． その場を楽しむ 


